
連携自治体紹介兼体験プログラムシート 

自治体名 山形県小国町 

自治体の概要 

主な特色 

PRポイント 

 

山形県の西南端、新潟県との県境に位置する小国町

は、東京 23 区がすっぽり収まるほどの大きな町です

が、人口は 7,000人弱で少子高齢化が進んでいます。 

総面積の 90％以上が森林で、そのほとんどがブナ

を中心とした広葉樹の森です。朝日連峰・飯豊連峰と

いうアルピニストが憧れる山々に囲まれ、冬には町中

でも 2 メートル程の雪が積もる国内有数の豪雪地帯

でもあります。 

大量の雪は雪どけ水となって町を潤し、山の幸、川の幸を育みます。豊富な

水資源は主たる産業である製造業にも欠かせません。 

小国町ではブナの森と雪からイメージして、町を「白い森」と呼んでいます。 

 

・体験する 

 

 

 

 

 

    ブナの天然林で森林セラピー   名勝赤芝峡でのカヌー体験 

 

・食べる 

 

 

 

 

日本一の生産量を誇るわらび 日本三大和牛ともいわれる米沢牛 

 

アクセス方法 

【東京駅】～山形新幹線（約 2 時間）～【米沢駅】～JR 米坂線（約 2 時間）

～【小国駅】 ＊JR米坂線は、R4.8月の豪雨災害により途中代行バス運行 

〇交通費 片道 約 12,000円 



連携自治体紹介兼体験プログラムシート 

主な地域課題 

・人口減少、少子高齢化 

昭和 30年代に約 18,000人だった人口が、現在 7,000人をきる状況で 

  老年人口の割合も 40％を超えている 

・交通の不便さ 

  町営バスの本数が限られておりレンタサイクル等もないため移動が不便 

  観光施設は広い町内に点在しているため、周遊が難しい 

・DX導入の遅れ 

  行政手続きやキャッシュレス決済など様々なデジタル化が進んでいない 

・町内宿泊施設の不足 

  町中心部にホテルがない、町内にバストイレ付きの客室がない 

・人材不足 

農林業、飲食業などの担い手がいない、若者が町外に出てしまう 

・施設の老朽化 

  飯豊温泉、横根スキー場（ハーフパイプ）等の維持管理に経費がかかる 

受入時期 通年 

 

 

 

 

 

 

 

ワーケーション 

プログラム内容 

 

右記のプログ

ラムから、泊数

に応じてご希

望の内容を組

み合わせて実

施していただ

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇ブナの森での森林セラピー・森林ヨガ体験 

地元ガイドによる案内で、森の癒し効果

を体験。あわせて、大自然の中でのヨガ

体験も可能。 

（体験料：半日コース 

 2人以上 約 3,000円/人） 

 

〇抜群のロケーションと飯豊温泉が楽しめるコワーキングスペース 

源泉かけ流し展望大浴場でゆったり温泉を楽しみ、飯豊連峰の絶景を

眺めながら、リモートワークやミーティングが可能。 

（利用料 550円/日、日帰り温泉 500円） 

 

 

 

 

 

 

 

〇酒蔵をリノベーションした「カモスク」でのビジネスマッチング 

 町の交流拠点でもあるカフェ＆コワー

キングスペース「カモスク」で、リモート

ワークはもちろん、地元住民との交流やビ

ジネスマッチングを行うことができます。 

（ドロップイン 500 円/1 時間・1,000 円/

日、貸切利用料は別途） 
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ワーケーション 

プログラム内容 

 

右記のプログ

ラムから、泊数

に応じてご希

望の内容を組

み合わせて実

施していただ

きます。 

 

 

〇芋煮会やバーベキューでチームビルディング 

  山形の郷土料理である芋煮づくりや、米沢牛

や肉厚しいたけのＢＢＱ等をチームで行う

ことでチームビルディングに繋がります。 

寝ころびながら満天の星空を眺めれば、心も

体も癒されます。 

（材料費他：約 3,000円/人） 

 

〇暮らし体験（農作業・手仕事など） 

  稲作、野菜、畜産などの農作業や、冬の手仕事つる細工体験などをと

おして地元住民と交流し、地方での暮らしを体験できます。 

        （体験料：3,000円程度） 

 

〇マタギの話 

 小国町に継承されるマタギ文化について 

現役マタギから話を聞き、命の大切さや 

自然とともに生きる知恵などを学びます。 

（体験料：2,000円程度） 

 

 

〇現場視察・ディスカッション 

関心のある地域課題について、役場 

の担当職員が現場を案内し、地元住民 

等も交えたディスカッションの場を 

設けます。 

 

＊この他、ご希望に応じてプログラムを提案いたします。 

 

主な対象事業者 当町の地域資源や地域課題に関心のある事業者（IT系、飲食系など） 

受入上限数 10名程度 

事業者に期待

すること 

・地域課題の解決に向けた協働 

・特産品やサービスの取扱い、プロモーション協力 

・町民や町内事業者との連携による新たなチャレンジやビジネスの創出 

・研修や福利厚生のフィールドとしての継続的な利用 

・社員旅行や家族旅行への発展による交流の継続 

留意事項 

・プログラム内容によって、必要な服装や持ち物があります。（長ぐつ、帽子、

手袋、虫よけなど） 

・町内の移動距離が長く公共交通機関が限られているため、最寄りの新幹線の

駅からレンタカーをご利用いただくと便利です。 

  


